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平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第６学年算数 解答及び配点一覧 No.1

大 中 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配点
十分満足できる解答状況

配

問 問 番 点

１ (1) ① 技能 １.３ ５

20

点 (2) ② 技能 または ５

(3) ③ 技能 ５

(4) ④ 技能 または または１.０５ ５

２ (1) ⑤ 知識 ウ ５

10

点 (2) ⑥ 知識 ○ 【図】２，【式】 ○エ のどちらかを ２ 【図】２，【式】○エ (完答) ５

書いている。

３ (1) ⑦ 技能 ○ 答えは８０gと書いているが，式を書 ２ ○ 比を使って考えている。

10 いていない。 ５

点

○ ２：１＝□：４０または ３ ２：１＝□：４０

□：４０＝２：１ 等

等の求める式を書いているが，答えま

で書いていない。 ２×４０＝８０（４０×２＝８０も可）

答え ８０g

○ 割合(倍)を使って考えている。

白みその重さは，パン粉の重さの２倍だ

から，

４０×２＝８０

答え ８０g

(2) ⑧ 考え ○ ウのみ書いている。 ２ ○ １割あたりの重さを求めてから，小麦粉 ５

６割の重さを求める。

○ 記号は間違っているが，小麦粉の重さ ３ 記号 ウ

の求め方と答えを書いている。 ２５０÷１０＝２５

２５×６＝１５０

２５０÷１０＝２５ または

２５×６＝１５０ ２５０× ＝１５０

または

２５０× ＝１５０ 答え １５０g

答え １５０g

○ 比を使って考えている。

６：１０＝□：２５０ 記号 ウ

６×２５＝１５０ ６：１０＝□：２５０

答え １５０g 等

６×２５＝１５０

答え １５０g

※ 記号ウを２点，小麦粉の重さの求め方を

３点とする。

【授業改善の視点】

比の考え方を用いて小麦粉の重さを考えるために，問題文を図に表す活動を積極的に位置付ける。また，図と関連

させながら筋道立てて説明する活動を位置付ける等，表現する活動を工夫する。

×40

×40

×25

×25

×25

×25



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第６学年算数 解答及び配点一覧 No.２

大 中 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況

配

問 問 番 点

４ (1) ⑨ 知識 ・【底辺】ア（辺ＡＢを○で囲んでいても可） ５

20 【高さ】□エ
点

または，

・【底辺】イ（辺ＡＣを○で囲んでいても可）

【高さ】□オ

(2) ⑩ 技能 ○ 側面をかいている。 １ (例１) ５

※ ３つの側面をかいていること。

(例２) (例３）

※ コンパスで底面をかいている。

(3) ⑪ 知識 エ ５

(4) ⑫ 知識 ○ ウかエのどちらかを書いている。 ２ ウ，エ (完答) ５

※ ただし，正答でないものを書いていた

場合は，２点減点とする。

５ (1) ⑬ 技能 １２０（度） ５

10

点

(2) ⑭ 考え ○ ９倍です。 ３ ９倍です。そのわけは，図をかくと，９個 ５

わけも図もかいていない。 合同な三角形がかけるからです。

※ 図に線を入れて考えている。

○ ９倍です。 ４

わけは，書いていないが，図に線を入

れている。



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第６学年算数 解答及び配点一覧 No.３

大 中 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配点
十分満足できる解答状況

配

問 問 番 点

６ ⑮ 関心 ○ ア，イ，ウ，エの記号だけ書いている。 １ ・選んだ記号 ア ５

５ (求め方)

点 ○ 求め方は書いているが，選んだ記号と ３ ８６０÷１０＝８６

求め方が違う。 ２５×８６＝２１５０

※ 求め方は，「十分満足できる解答状 答え ２１５０g

況」のように書いていること。 ※ 表を書いて，矢印などを使って，表に示

しても可

・選んだ記号 イ

(求め方１)

２５÷１０＝２.５

８６０×２.５＝２１５０

答え ２１５０g

(求め方２)

５０÷２０＝２.５

８６０×２.５＝２１５０

答え ２１５０g

・選んだ記号 ウ

(求め方)

２５÷１０＝２.５(50÷20＝2.5）

y ＝（決まった数）× x だから

y ＝２.５×８６０

y ＝２１５０

答え ２１５０g

※ 比例の式 y ＝（決まった数）× x の式

に書き表していなくても可

・選んだ記号 エ

(求め方１)

１０：２５＝８６０：□

□＝２５×８６

□＝２１５０

答え ２１５０g

(求め方２)

１０：８６０＝２５：□

□＝８６０×２.５

□＝２１５０

答え ２１５０g

(求め方３)

２０：５０＝８６０：□

□＝５０×４３

□＝２１５０

答え ２１５０g

(求め方４)

２０：８６０＝５０：□

□＝８６０×２.５

□＝２１５０

答え ２１５０g



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第６学年算数 解答及び配点一覧 No.４

大 中 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配点
十分満足できる解答状況

配

問 問 番 点

７ (1) ⑯ 考え ○ ２つの記号を書き，そのうちの１つに，イ， ２ イ, エ (完答) ５

25 エのうちどちらかを書いている。

点 イ（２点），エ（２点）とする。

※ １つの記号だけを書き，イ，エを書い

ている場合も，部分点を加える。ただし

３つ以上の記号を書いている場合は不可

とする。

(2) ⑰ 関心 ○ １つの円グラフを見て，気付いたこと 各１ ○ ２つの円グラフを比べて，気付いたこと ５

を書いている。 を２つ書いている。

（例） （例）

・２０１０年には，漁業で働く女性の割合 ・漁業で働く６０才以上の男性の割合が，

は１５％と少ないです。 １９６５年は１２％で，２０１０年は４２

％と，およそ３～４倍に増えています。

等

・漁業で働く女性の割合が，１９６５年は

○ ２つの円グラフを比べて，気付いたこ ２ １７％で，２０１０年は１５％と，４５年

とを１つ書いている。 たってもほとんど変わりません。（少しだ

け減っています。）

・漁業で働く４０～５９才の男性の割合が，

１９６５年も２０１０年も２９％で，４５年たっ

ても変わりません。

等

※ ２つの円グラフを比べて気付いたことが

正しければ可

※ アンダーライン部分が書かれていなくて

も，２つの円グラフの数値の変化について

書いてあれば可

※ 数値が書かれていなくても，下の例のよ

うに数値の変化を根拠に考察が書かれてい

れば可。

（例）１９６５から２０１０年の４５年間で

漁業で働く人の高齢化が進んでいる。等

(3) ⑱ 考え ○ 「正しくない」のみに○をつけている。 ２ ・「正しくない」に○をつけて， ５

１９６５年は，

○ 「正しくない」に○をつけて， ３ ６１２０００×０.２９＝１７７４８０人

「総数が違うから」ということのみ書 ２０１０年は，

いていて，具体的な説明を書いていない。 ２１４０００×０.２９＝６２０６０人

このように，計算をすると，人数が違う。

だから，たかしさんが言っていることは正

しくない。

・「正しくない」に○をつけて，

１９６５年と２０１０年では，もともとの

総数が違うので，割合は同じ２９％でも，そ

の総数に対して２９％なので，たかしさん

が言っていることは正しくない。 等

【授業改善の視点】

割合が同じでも基準量が異なると比較量も異なる場面や割合が大きくなっても基準量によって比較量が小さく

なる場面などで複数の比較量を比べる算数的活動を工夫する。また，根拠を明確にしてお互いの考えを説明した

り，どのように修正すればよいのかを検討したりする活動を取り入れる等，言語活動を工夫する。



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第６学年算数 解答及び配点一覧 No.5

大 中 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配点
十分満足できる解答状況

配

問 問 番 点

７ (4) ⑲ 知識 ○ 平均の重さ ２ １週間あたりの集めたあきカンの平均の重さ ５

25 （１週間あたりの平均の重さも可）

点 ※ 「１週間（あたり）」「平均の重さ」の

２つの言葉が入っていれば可

(5) ⑳ 考え ○ 答え(１４週目）のみ書いている。 ２ １００÷７.２＝１３.８８８… ５

○ 答えは，間違っているが，求め方は書 ２ だから，１４週目に１００ｋｇを超える。

いている。

１００÷７.２＝１３.８８８… 答え １４週目


